
第 64 回日本寮歌祭参加者リスト(長崎大学経済学部：瓊林会) 

 

NO. 卒 回 氏  名 出 身 校 ゼ ミ（専 攻） サークル等 

1 学 21 吉田 綱一郎 長崎北 金融論 野球部 

2 学 29 川﨑 圭一 長崎北 商 法 少林寺拳法部 

3 学 29 国広 昭彦 国 東 国際経済論 ラグビー部 

4 学 29 長岡 健 佐世保南 国際金融論 サイクリング部 

5 学 29 中川 和彦 長崎南 国際経済論 ラグビー部 

6 学 29 牧野 陽一郎 延 岡 マーケティング  

7 学 29 森 厚憲 筑紫丘 国際金融論 バトミントン部 

8 学 29 渡邊 俊介 長崎北 国際金融論 ワンダーフォーゲル部 

9 学 30 大賀 雅徳 上野丘 国際金融論 ラグビー部 

10 学 30 木村 直樹 長崎東 民 法 バスケット部 

11 学 30 田中 久也 三 池 会計情報 応 援 団 

12 学 31 井上 勝康 白 石 貿易政策 ラグビー部 

13 学 31 岸川 泉 武 雄 農業政策 ラグビー部 

14 学 31 北浦 弘徳 長崎西 農業政策 ラグビー部 

15 学 34 河野 和成 長崎北 世界経済論 ラグビー部 

16 学 35 臼居のぞみ 長崎西 国際金融論 ラグビー部 

17 学 35 小渕 宏 佐世保南 危機管理論（保険） ラグビー部 

18 学 35 波戸 省子 西彼杵 国際投資論 茶道部 

19 学 35 林田 圭史 筑 紫 農業政策 ラグビー部 

20 学 35 堀田  毅 福 岡 国際金融論 バスケット部 

21 学 40 宮崎 貴士 長崎北 日本経済史 バスケット部 

22 学 41 今橋 義孝 宗 像 世界経済論 東南アジア学生研究会 

23 学 43 河野正一郎 大分南 マーケティング 放送研究会 

24 院 16 中村 奈美 長崎日大 経済経営政策 就活サークル 
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巻 頭 言 

 

おお白蛇（はくだ）はおどり ここ西山（せいざん）の一角 

突如として起こる狂乱の宴（うたげ） 

瓊浦（けいほ）の水に 夏つげて 

駒を進めし 平戸小屋 

西海の覇者（はじゃ） ここに在りて 

峨眉山麓に 風清し 

 

長崎高等商業学校校歌（1910 年作） 

                                              

牛島秀雄 作詩  島村吉門 作曲 

 

1) 暁星（ぎょうせい）淡く瞬きて     金鶏夢を破るとき 

海高鳴りて新潮（にいしお）に     文化を西の国人が 

此処の海（みなと）に運びたる     光栄（はえ）ある瓊（たま）の浦曲（うらわ）哉 

 

2) 扇嶼（でじま）の沖に沈む日の     彼方黄金（こがね）の波立ちて 

  亀嶺（いなさ）の山の夕ぐもに     奇（く）しき福利の響きあり 

  見よ霊鶴（れいかく）の羽ばたきて   翔（か）けるは何処（いずこ）西の空 

 

3) 図南（となん）の翼収めつつ      扶揺（ふよう）万里（ばんり）の風を待つ 

  健児五百の渾身（こんしん）に     自彊（じきょう）の精神（こころ）漲（みなぎ）りて 

  香（かぐわ）しき哉校風は       虚空（みそら）に高く薫るなり 

 

4) 桂の水棹（みさお）蘭の槳（かじ）   月の御（み）船に打ち乗りて 

  行手（いくて）を啓示（さと）す商神の 指（ゆびさ）す侭（まま）に漕ぎ行けば 

  寄せ来る権力（ちから）集う富     是ぞ我等（われら）が使命なる 

 

5) 三年（みとせ）鍛へし此の腕（かいな） 競ひの場（にわ）に矛（ほこ）執れば 

  覇者の冠（かんむり）飾るべく     橄欄（かんらん）今や若葉しぬ 

  希望（のぞみ）輝く星影に       いざや謳（うた）わん国の栄（はえ） 
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